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そ
の
一
部
分
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
『
私
の
住
居
は
芦
屋
の
学
園
の
中
に
あ
り
、

後
は
山
で
、学
園
の
窓
か
ら
は
海
が
見
え

る
と
い
っ
た
全
く
恵
ま
れ
た
土
地
に
あ
り

ま
す
。東
京
と
行
き
来
の
多
い
私
は
、こ
の

芦
屋
の
わ
が
学
校
、ま
た
わ
が
家
に
帰
っ

て
く
る
と
、
ま
ず
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
こ

の
お
い
し
い
空
気
を
吸
う
の
が
楽
し
み
な

く
ら
い
で
す
。芦
屋
の
空
気
が
私
の
健
康

を
守
っ
て
く
れ
る
の

だ
と
、そ
ん
な
と
き

い
つ
も
こ
の
地
に
感

謝
し
ま
す
。』

　
（
冒
頭
部
分
抜
粋
）

　

田
中
千
代
氏
は
、日
本
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
草
分
け
の
一
人
ま
た
田
中

千
代
学
園
の
創
立
者
と
し
て
、
服
飾
界
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
五
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
滞
在
中
に
ス

イ
ス
で
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
流
れ
を
く
む
オ
ッ

ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ス
ハ
イ
エ
教
授
に
師
事
、

デ
ザ
イ
ン
を
学
び
ま
す
。
帰
国
後
、
服
飾

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
、
ま
た
神
戸
・
御
影

の
自
宅
に
洋
裁
研
究
グ
ル
ー
プ 「
皐 
会
」を

さ
つ
き

発
足
さ
せ
、
活
動
を
始
め
ま
す
。
そ
し
て
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
斬
新
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
を
創
造
す
る
か
た
わ
ら
、
教
育
者
と
し

て
も
洋
裁
研
究
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　

戦
後
は
、
い
ち
早
く
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・

シ
ョ
ー
を
開
き
、
ま
た
昭
和
二
十
二
年
に

は
こ
の
芦
屋
に
研
究
所
を
移
し
、
や
が
て

学
校
法
人
田
中
千
代
学
園
と
し
て
、
日
本

の
洋
裁
技
能
教
育
に
、
大
き
く
貢
献
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
一
方
、民
族
衣
装
の
研
究
・
収
集
や

「
服
飾
事
典
」の
編
集
な
ど
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、そ
の
仕
事
ぶ
り
と
着
実
な
歩
み

は
、多
く
の
人
々
を
魅
了
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
田
中
千
代
氏
の
コ
ラ
ム
記
事
の

掲
載
が「
広
報
あ
し
や
」（
昭
和
四
十
二
年

五
月
五
日
号
）に
あ
り
ま
す
。
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吉
原
治
良
氏
は
、
抽
象
絵
画
の
先
駆
者

と
し
て
、
と
り
わ
け
「
具
体
美
術
協
会
」

の
指
導
者
と
し
て
、
多
く
の
作
家
た
ち
に

影
響
を
与
え
て
き
ま
し
た
。

　

氏
は
、
明
治
三
十
八
年
に
大
阪
の
植
物

油
問
屋
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

関
西
学
院
在
学
中
よ
り
油
絵
に
親
し
み
、

昭
和
三
年
に
は
初
め
て
の
個
展
を
開
き
ま

す
。
折
り
し
も
帰
国
中
で
あ
っ
た
藤
田
嗣

治
氏
に
評
を
仰
ぎ
、
独
創
性
の
大
切
さ
を

強
く
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
十
三
年
に
は
、
二
科
会
の
前
衛
作

家
に
よ
る
「
九
室
会
」
の
結
成
に
参
加
し
、

意
欲
的
に
抽
象
作
品
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

戦
後
、
吉
原
治
良
氏
の
下
に
は
関
西
の

若
い
人
た
ち
が
集
ま
り
、
新
し
い
表
現
を

試
み
よ
う
と
し
ま
し
た
。
氏
は
、
彼
ら
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
結
集
し
、
昭
和
二
十
九
年

「
具
体
美
術
協
会
」
を
結
成
、�
具
体�
は

今
日
も
世
界
的
に
知
ら
れ
る
美
術
運
動
の

一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
正
十
五
年
、
吉
原
治
良
氏
二
十
一
歳

の
と
き
芦
屋
に
移
住
し
て
以
来
、
没
す
る

ま
で
芦
屋
に
住
み
続
け
、
昭
和
二
十
三
年

に
は「
芦
屋
市
美
術
協
会
」を
創
立
、
同
協

会
主
催
の
「
芦
屋
市
展
」
や
「
童
美
展
」

を
開
催
し
、
審
査
員
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
芦
屋
公
園
で
、昭
和
三
十
年「
真
夏

の
太
陽
に
挑
む
野
外
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
実
験

展
」・
翌
三
十
一
年「
野
外
具
体
美
術
展
」を

開
催
す
る
な
ど
、
芦
屋

市
民
の
目
を
お
お
い
に

驚
か
せ
ま
し
た
。
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ため、設置までに
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　1945年、貧困の祖国を離れ単身日本に渡ってき
たシラクルは、力士“力道山”となり関脇にまで
登りつめ、順調に綱取りを目指すのだったが、そ
こには目に見えない民族の「壁」が存在していた…。
　波乱に満ちた人生を、疾風のごとく駆け抜けた
男の壮絶な人間賛歌。
���　１月30日（土）①午前10時～午後０時30分
②午後１時20分～３時50分　���　上宮川文化セ
ンター・ホール　����　ソル・ギョング、中谷美紀、
萩原聖人、藤竜也／ソン・ヘソン監督作品　���
各回・先着150人　�����　当日直接会場へ
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　臨時教師と彼が派遣された中学校の生徒たちの
交流を描いた重松清の短編小説を映画化。
　いじめによる自殺未遂事件に真摯に向き合おう
とする教師、同級生をいじめたことで良心の呵責
に苛まれる男子生徒。自らのハンディを相手への
優しさに変えていく教師・村内の姿が胸を打つ。
　…あなたの中の14歳に、しみる物語です。
���　１月23日（土）①午前10時30分～午後０時
15分②午後２時～３時45分　���　上宮川文化
センター・ホール　����　阿部寛・本郷奏多・
伊藤歩ほか／中西健二監督作品　����各回・
先着150人　�����　当日直接会場へ
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大
正
時
代
、

�
民
衆
詩
派�
の

詩
人
と
呼
ば
れ

た
富
田
砕
花
氏
。

　

住
ま
い
を
芦

屋
に
移
し
て
か
ら
は
、
県
内
各
地
を
旅
し
、

多
く
の
市
町
歌
や
校
歌
、
ま
た
そ
の
地
を

題
材
と
し
た
詩
を
多
く
残
し
、
晩
年
に
は

そ
の
詩
業
の
集
大
成
と
も
い
え
る
壮
大
な

「
兵
庫
賛
歌
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

富
田
砕
花（
本
名
・
戒
治
郎
）氏
が
生
ま

れ
た
家
は
、
盛
岡
市
で
油
問
屋
を
営
む
名

家
で
し
た
。
父
親
は
誕
生
前
に
他
界
し
て

い
た
た
め
、
伯
父
に
漢
籍
の
素
読
や
習
字

を
教
授
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

十
代
の
こ
ろ
上
京
、
会
計
検
査
院
に
勤

め
な
が
ら
、
短
歌
を「
文
章
世
界
」な
ど
の

雑
誌
に
投
稿
し
、掲
載
し
て
い
ま
し
た
。　

　

明
治
四
十
一
年（
砕
花
十
八
歳
）に
は
、

与
謝
野
鉄
幹
・
晶
子
の『
新
詩
社
』に
加
わ

り
、「
明
星
」に
砕
花
で
短
歌
を
発
表
し
て

い
ま
す
。「
明
星
」廃
刊
後
は
、若
山
牧
水
の

「
創
作
」や
前
田
夕
暮
の「
詩
歌
」に
も
作
品

を
発
表
し
ま
し
た
。こ
の
こ
ろ
の
作
品
を

ま
と
め
た
歌
集「
悲
し
き
愛
」（
明
治
四
十

三
年
刊
・
砕
花
二
十
歳
）は
、若
い
女
性
の

圧
倒
的
な
支
持
を
得
、熱
狂
的
な
フ
ァ
ン

も
多
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

大
正
時
代
に
入
る
と
、カ
ー
ペ
ン
タ
ー

や
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
な
ど
の
訳
詩
を
手
掛
け
、

民
主
主
義
の
文
芸
を
日
本
に
紹
介
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。氏
の
作
風
も
自
然
と

詩
作
の
世
界
へ
と
移
り
、民
衆
の
心
を
代

弁
し
た
作
品
は
、大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の

波
に
乗
っ
て
、多
く
の
人
の
心
を
打
ち
、白

鳥
省
吾
や
福
田
正
夫
な
ど
と
と
も
に�
民

衆
詩
派�
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

芦
屋
を
初
め
て
訪
れ
た
の
は
、大
正
二
年
。

肺
を
患
い
、芦
屋
の
斎
田
家
に
身
を
寄
せ

療
養
し
ま
し
た
。大
正
九
年
、芦
屋
の
田
島

マ
チ
さ
ん
と
結
婚
し
、翌
年
か
ら
芦
屋
に

定
住
し
ま
し
た
。終
の
棲
家
と
な
っ
た
宮

川
町
の
家
に
は
昭
和
十
四
年
、谷
崎
潤
一

郎
が
住
ん
で
い
た
後
に
入
居
し
ま
し
た
。

以
後
、昭
和
五
十
九
年
十
月
十
七
日
に
九

十
三
歳
で
没
す
る
ま
で
、こ
こ
か
ら
多
く
の

歌
集
・
詩
集
を
発
表
、ま
た
校
歌
や
市
町
歌
等

の
作
詞
を
手
掛
け
ま
し
た
。

　

昭
和
六
十
年
、明
治
期
か
ら
昭
和
に
わ

た
る
氏
の
膨
大
な
資
料
が
市
に
寄
贈
さ
れ
、

同
年
発
足
し
た「
富
田
砕
花
顕
彰
会
」の
手

に
よ
っ
て
、四
冊
の
資
料
目
録
が
完
成
し

て
い
ま
す
。（
資
料
は
美
術
博
物
館
蔵
）

　

平
成
二
年
に
は
、氏
の
生
誕
百
年
を
記

念
し
、詩
集
を
対
象
と
し
た
全
国
公
募
の

「
富
田
砕
花
賞
」が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
氏
の
コ
ラ
ム
記
事
が「
広
報
あ

し
や
」（
昭
和
五
十
三
年
一
月
五
日
号
）に

あ
り
ま
す
。そ
の
一
部
分
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
『
ボ
ク
は
、文
学
の
話
を
人
と
す
る
の
が

嫌
い
で
ね
。東
京
に
い
る
と
、文
壇
的
な
つ

な
が
り
が
面
倒
く
さ
く
て
、そ
れ
で
こ
っ

ち
に
き
た
ん
で
す
よ
。（
中
略
）芦
屋
で
も

あ
っ
ち
や
こ
っ
ち
に
住
ん
だ
な
ア
。

　

い
ま
住
ん
で
い
る
の
は
、村
の
人
が
建

て
た
の
を
谷
崎
潤
一
郎
さ
ん
が
借
り
て
住

ん
で
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、谷
崎
さ
ん
が
魚

崎
に
移
っ
た
あ
と
、義
兄
が
買
っ
て
ね
、ボ

ク
た
ち
夫
婦
に
入
ら
な
い
か
っ
て
こ
と
に

な
っ
た
ん
だ
』（
冒
頭
部
分
抜
粋
）

������������	
� �����������

�����

�������	
������

�����������������������������

�������������	
�����������

�������������	
��������

������������	
�����

������������	
�������

��������������	
���

������������	���������	
�

�������	
��������������

������������	
���

�������������������������	
�

���������������	
��������

�������������	
������

����������������	
��������	

��������������������

���������������������

�������	
��������

�������	
��������������

����������������������������

�������	
������������

�������	
����������������

�������	
��������������

�������	
���������������

�������������	
�����������

��������������	
�

�������	
�����������

�������	
�����������������

�������������	
�����������

����������������
������������������������

��������������	
�����������

�

������������������	
������

�������

�������	
�

�������� �������	
����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�

�������	�������	��

��������	
��������������

�������������	
�����������������
　写真家。大正時代をニューヨークとパリで過ごし、シベリア横断鉄道で帰国。
海外仕込みのモダニズムを武器に、日本の写真の近代化を推進した。昭和３
年から芦屋に住み、同５年「芦屋カメラクラブ」を創立
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　歌人。郷土史家。本名・二郎。芦屋短歌会の創設に参画し、同会主催の「業平
祭」を企画開催した。オブジェとしての短歌を唱え、吉原治良らとかかわる。
昭和44年、芦屋市民文化賞受賞。著書に「海への曾話」（昭和50年）
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　俳人。虚子の長男。本名年尾は子規の命名。著書に「俳諧」（昭和13年）、「俳
諧の手引き」（昭和21年）。昭和21年４月、虚子から引き継ぎ「ホトトギス」の
主宰者（現在は、娘・稲畑汀子氏）に。昭和54年10月26日に他界（78歳）
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　詩人。関東大震災（大正12年）後、芦屋へ。西山町に「聖樹薬詩園」を経営。戦
前｢日本詩壇」を創刊。戦後は、坂本勝（元兵庫県知事）氏と「聖樹」を刊行
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　写真家。本名・桑田和雄。昭和４年に芦屋に写真材料店を開き、翌５年には
彼の店に行き来する人々によって「芦屋カメラクラブ」が結成された
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　画家。昭和３年から芦屋に。同23年には芦屋市美術協会の創立に参加。47
年には、吉原治良氏の死去に伴い、芦屋市美術協会代表（～昭和52年10月）に。
昭和44年、芦屋市民文化賞受賞。同46年紺綬褒章受章。平成２年、兵庫県文化
賞受賞。また、昭和58年にはアルパ芦屋の壁画「輝く芦屋」を制作
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　青色防犯灯は、犯罪減少効果があるといわれます。　その
要因としては、波長の短い青色は遠くまで光が見えやすい
ことや、生理学的に青色を見ると血圧が下がり、脈拍が落
ち着くといった効果があるので、心が平穏になり、本能的
な衝動が抑えられると考えられています。
　現在、阪急芦屋川北自転車駐輪場・茶屋之町・西芦屋町・
松浜町・伊勢町の一部で青色防犯灯を試行し、地元自治会
の防犯意識の高さを示し、犯罪の抑制を図っています。
　市内の自治会などで、青色防犯灯設置の要望がある場合
は随時受け付けていますので、下記へお申し出ください。
�����　要望受け付け後、設置箇所の調査や地元との協議のた
は　　　　は多少の日数が必要です。ご了承ください。
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�������　うんじゃ隊の心
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　　　　　　　　　市制施行70周年　さらに魅力ある芦屋へ
　　　　　　　　     〈対談者　今村千顯さん・加藤悦子さん〉
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　　　　　　　　　“収穫祭”さつまいも&大根
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① 8 :30

②12:00

③16:00

④19:00

⑤22:30
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�����　毎週水曜日・日曜日
　　　　　　午前10時～午後４時
　　　　　　（入館・午後３時まで）
　＊年始は、１月６日（水）から開館
�� � �　宮川町4-12
�����　４月・10月に入れ替え
※現在、「砕花の多彩な交流３〈社

会を開く人２〉長谷
川如是閑・嘉治隆一・
河合卯之助」を展示
しています。
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